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第Ⅱ統合分科会：市民とつくる社会保障システム

	テーマ
	地域における社会保障システムと公共サービスの役割

	特徴的な情勢
	　世界に類を見ない急激な少子高齢社会の進展の中で、保健・医療・福祉の社会保障システムの確立が求められている。しかし、政府の社会保障制度改革は、「制度の持続可能性の確保」「経済成長との調和」を基本として社会保障給付費抑制、負担増を中心とするもので、抜本的な改革となっておらず、諸制度は混乱の渦中にある。社会保障分野にも規制緩和・市場原理を持ち込んだ結果、対人サービスの担い手の確保を困難にし、福祉や医療の人材確保が喫緊の課題となっている。

　一方、公共サービスの市場化・民営化の流れの中で、自治体の「公的責任」が希薄化されようとしている。地方分権一括法による国・県からの権限委譲により、社会保障分野における実施責任も市町村に移りつつあるが、その実施体制は、「新地方行革指針」による「集中改革プラン」による人員削減ともあいまって、不十分な状況となっている。

　このような情勢の中、地域の中でいかに市民協働で安心と信頼の社会保障システムを構築していくのかが問われている。

	主要論点と実践課題
	　誰もが安心して生活できる社会にするために「共生と連帯」を基本とした社会保障システムの確立が求められている。

　福祉や保健の実施主体である市町村が、地域・住民との協働の中で、「公と民」の垣根を越えて、どのように新たな公共サービスの役割を構築していくのかを実践報告等を通じて検証していく。

	討 論 の 柱
	● 地域における安心と信頼の社会保障システムの確立をめざす中で、公共サービスが果たす役割や住民との協働を探る
● 市町村における保健・福祉・医療のネットワークづくりをどのように構築していくか地元報告を踏まえて考える
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